
fマルチメディア通信と分散処理ワークショップJ 平成18年11月

オントロジーに基づくシステム開発方式の提案
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あらましオ背報システム構築において，業務プロセスの耐1やそこに関わる人，物的資源を把揮することは非常に重要である.

そのため，近年ではビジネスプロセスモデリングが大きく取り上げられるようになってきた.ビジネスプロセスモデリングで

は，ビジネスプロセスの可視化とプロセスの撒密な定義によるビジネスと E のギャップを埋めることが目標とされる.しか

し，従来のビジネスプロセスモデリングはワークフローに基づくものであるため，プロセスの樹持組織関係資源などは可

視化されるが，各行為の意味明T為と目標の関係付けがされていない.

本研究では，ビジネスプロセスモデリングにオントロジーを活用し，業務全体のプロセスモデルから詳細なアロセスモデル

へと分書けることで，ビジネスプロセスの変化が発生した時その変化のレベルに応じたシステム変更に追随しやすいシステム

を構築する方式を提案する.

A proposal for∞isstruction d戸1aI1licinfonnation可批m凶 ingon加l唱Y

MaoK別A 1i成ahikoOH8AWA Nobu1曲。KATAOKA

1l17Ki肱aname，HiI泌此a叫Kana伊wa，259・1292Ja伊n

E-mail: 5泊dO侃⑫ceyaki.∞.u~ωkai.acJp

Abs伽ct:Development of infonnation s:戸蹴ns， it's vety加po陶 nttounde路加ldthe work t10w and関心ple，reso凶℃白

th田eare rela缶dto it. 80， a lot of OI伊1izationsuse 血~e B凶 inesspro田ssmodeling. Busm田sprocess modeling aims to 

make a business pro民ssvisゐleand to btuy the伊pbetw田nb凶 h鰯 andInfonnation Technology by a pro:戸r

de血utionof the business proc鰯 .B凶 h邸 processmodeling can express proc白st10ws 01伊曲活onrelations， and 

吋sualizedre鈎urcesbut does not de白le血e伊切白sm回ningand relationship of阻rgetand act b倒附託isba剥 on

woホflow.

別 spap町 propo記 S∞凶加:ctionmethod of d戸lal1licc∞pera飴dinfonnation sys飽m凶ingontologyぉ b凶iness

pro慨 smodeling.官官 processmodel is divided three models白紙 areMan喝;ementlevel， Adminis回凶 leveland 

Technology level. 

1 .はじめに
近年，企業環境を取り巻く変化の激しさにより，情報システ
ムにはダイナミックな変化が要求される.それにあわせて，
様々な開発手法が提案され，実際のシステム開発現場で利用
されている.また複雑化した組織構造を体系的に理解するた
めのビジネスモデルとシステムモデルの 1つの指針とされる

EA侶nterpriseArchitecture)[8]に取り組む組織が増えてb、
る.このような中でビジネスプロセスを改善するとともに，
その中でどのようなシステムを構築するかが明確となるビジ
ネスプロセスモデリングが注目されている[11].
本研究では，ビジネスプロセスモデリングによりシステム全
体の業務プロセスの流れを変化させるとき，オントロジーを
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活用することによりビジネスプロセスの変化に伴うシステム
の変更に追随しやすいシステムを構築する方法を提案する.

2. 研究背景
今日の情報システム開発では，直面する問題が数多くあり，
その解決に多くの時間が費やされる.そのため，情報システ
ム開発プロジェクトで，完全に成功したものは全体の 30%弱
程度にすぎないという報告もある[1ω.残りの 70%において
は，客先要求を十分に満たしていなかったり，失敗に終わっ
てしまっている.この傾向は，プロジェクトの規模が大きく，
複雑になるにつれて顕著になり，成功率は下がってゆくのが
現状である.
このような情報システム開発プロジェタトでのトラプル発

生の要因のひとつとして，要求定義の不十分さが挙げられる.
これについては，常に挙げられる問題点でもあり，システム
開発においては要求定義など開発工程の上流工程の的確さが
そのプロジェタトの成否を決めるといわれ続けているにもか
かわらず，それが不十分であるからである.これは要求定義
の明確な方法論がないことや，近年の情報環境の著しい発展
により要求がより複雑なものになっていることが挙げられる.
よって，要求を十分に定義できぬままシステムの開発に着手
し，必要な機能の欠如や無駄な機能の追加，さらにシステム
構造を複雑化してしまい，開発プロジェクトを失敗すること
になってしまう.
また，システム同士の連携の困難さも挙げられる.新たに構

築される情報システムは，既存システムや他の業務で動かし
ている情報システムと連携させることが要求される.しかし，
個々のシステム内でデータフォーマットやプロトコルが完結
しているため，それらの連携には複雑な設定が必要とされる.
また，古くから動いているシステムにおいては，業務ごとに
別のプロジェクトによって開発されていることが多くそれと
連携させるためには開発コストがかかるためにシステム開発
自体行えないこともある.
また，組織の分散化・複雑化が進み業務全体を通してその全

体像を理解するのが困難になってきた.そのため，個々のプ
ロセスに対してシステム開発を行うことも出てくる.しかし，
これは業務全体で見たときのシステム連携を考えると，各プ
ロセスでの業務改善は行えても，全体としては十分な効果は
発揮されない.
システム構築の流れは，一般的に次のようなものである.

システム構築目的の明確化
ビジネスプロセスの再設計
システムアーキテクチャ股計
データ体系設計
アプリケーションプログラムの股計/作成

このように構築されるシステムでは，システム開発における
認臓の違いや目的不明瞭なままの開発が起こる『要求定義の
あいまいさJ，ビジネスプロセス・データがシステム内で完結
していることによる fシステム連携の困難さJ，さらに，分散
化された組織構造による全体構造把握の困難性による f業務
改善の困難さj といった問題が生じる.この問題を解決する
手法としてビジネスプロセスモデリングを活用する手法が提

案されている[11].
ビジネスプロセスモデリングは暖味なビジネスプロセスに

対してモデルを用いることで視覚化し，業務改善を行うと共
に，全体像を明確にしてシステム開発を行う手法である.ピ
ジネスプロセスモデリングでは業務プロセスのみではなく，
その流れやかかわる人，物的資源なども定義する.以前より，
業務プロセス分析やシステム化に関して，その結果を図表を
用いて表現することは行われていた.ISO規格など国際的標

準化も進んでいるが[銅，しかし，記述のあいまいさや，開発
側と利用する側での解釈の違いを吸収することはできていな
かった.ビジネスプロセスモデリングを行う手法としては，
フローチャート，データフロー図， UML， ARIS，BPMNな
どが存在する.
ビジネスプロセスモデリングを用いる利点は，ビジネスプロ

セスを可視化しプロセスの分析・シミュレーションを可能に
することにある.
また，特徴としては以下の点が挙げられる.

特定の入出力がある
明確なゴールが示されている
複数の順序付けされた作業で構成
ビジネスプロセスを実行する過程で様々な資源が使用，
消費，生産される
組織横断的なビジネスプロセスの表現・実行
人，コンピュータ，システムがビジネスプロセスを実
行

これら特徴により，ビジネスプロセスを把掻することが可能
となる.
このように構築されたビジネスプロセスモデルは，プロセス

の前後関係，分岐・結合関係など業務の流れの関係や，組織・
資源・目標といったものは可視化されている.しかし，各行
為の意味や，リソースの本質的な情報が含まれていない.こ
れはビジネスと IT聞の認織に差を生じる原因となり，あいま
いな要求定義を明確なモデルにすることは難しい.
このような中，共通の合意をとるものとしてのオントロジー

の活用が注目されている.アジャイノレ手法とビジネスオント
ロジーに基づくシステム構築手法も提案されている闘が，実
装段階からのものでありビジネスプロセスモデリングを扱っ
たものではない.オントロジーを活用することにより人同士
だけではなく，人とコンビュータ，またはコンピュータ同士
で知臓共有や再利用ができる.MITのビジネスプロセスハン
ドブック[3]は，ベストプラクティスなどを記述して共有する
ために必要なビジネスプロセス概念をオントロジーとして組
織化し，それに基づいて基本となるプロセスをまとめである
[2]. 

3.提案内容
現在のビジネスプロセスモデリングには 2つの課題がある.

ひとつは，ビジネス全体をダイナミックに表現できないこと
である.もうひとつは，ビジネスよりもしくはITよりの表現
になりやすいことである.ビジネスと IT聞でのギャップ，語
哉の認臓の差はシステム要求を明確にする際の陣害となって
いる.
また，従来のビジネスプロセスモデルだけでは十分ではな

かったプロセスを変化させる必要が生じた場合，それに応じ
てデータ体系股計の再設計が必要となり，簡単にこれを修正
することが難しい場合が多かった.
そこで，これらビジネスプロセスに関する知識をオントロジ
ーで定義し，行為の目標・情報の流れといったワークフロー
以外の視点でもプロセスを定義する.

3.1ビジネスオントロジー
ビジネスオントロジーは，他分野のオントロジーと異なりプ
ロセスという動的な対象を扱うものである.
ビジネスオントロジーで定義するには，動的なものであるプ

ロセスを表現するための，ビジネスタスクオントロジーと，
ビジネスドメインオントロジーの二つを準備する必要がある.
ビジネスタスクオントロジーは業務における行為をあらわし，
ビジネスドメインオントロジーはエンティティを定義する.
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要求定義に現れる動詞的な物はタスクオントロジー，名問的
なものはドメインオントロジーで定義されることとなる.
オントロジーを用いることでの利点は[2]，

合意を取る手段
暗黙知の形式化
再利用と共有

が挙げられ，これらはITとビジネスのギャップを埋める手段
として適している.
オントロジーは概念を元に構築されてゆくものであるため，
暗黙知のようなものも現れることになる.そのため，暗黙知
の形式化・合意をとる手段としては優れている.また対象と
するビジネスプロセスの世界を客観的に見ることができるた
め，そこに現れる知識を再利用・共有してゆくことが可能と
なる.

3.1.1タスクオントロジー
ビジネスタスクオントロジーは，動作や操作など動的なもの

を表現するためのオントロジーである.ビジネスプロセスに
おける動作を考えると，人が関わる動作と，システムの内部
的な動作の 2種類に分けられる.人の関わる動作とはシステ
ムの操作・入力行為などでありであり，システムの内部的な
動作とはデータベースへの書き込みゃディスプレイへの出力
などである.
本研究ではMITの開発したProcessHandbook[3]を，タス
クオントロジー構築の元とする.Process Handbookは，ベ
ストプラクティスなどを記述し共有するために必要なプロセ
スをオントロジーとして体系化したものである.
タスクオントロジー構築手踊は，オントロジーの構造的定義

[2]から以下のように進める.
(1)業務マニュアルから基本概念を抽出し，概念集合を得

る
(2) 概念の泊-a関係による階層化
(3)泊-a関係以外で必要となる概念聞の関係 (pa此・ot')

タスクオントロジーは，業務に現れるタスクを詳細に表現す
るとともに，最終的には構築するシステムの内部動作を細か
く表現することになる.
Process Handbookを基に業務に関わるタスクを抽出し:書き
起こしたタスクオントロジーの一部分を図 1に示す.エディ
タには法造[4]を用いる.

己込

3.1.2 ドメインオントロジー
ビジネスドメインオントロジーは，入力する項目など名詞的

なものを表現するオントロジーである. ドメインオントロジ
ーは，タスクオントロジーの抽出後に，タスクが必要とする
という観点で構築する点が特徴である.
ドメインオントロジーの構築の手順は， 3.1.1タスクオント

ロジーの項での手1I買と同じものとなるが，抽出する概念が名
飼となる.

3.2ピジネスプロセスモデルの構築手順
オントロジーを用いたシステム開発方式では以下の手順で
進める.各レベルでのオントロジーはタスクオントロジーと
ドメインオントロジーに分かれておりビジネスの流れ・処理
と，ビジネスドメインに現れる概念を別個に表現する.

(1)経営レベルオントロジー
(2)管理レベルオントロジー
(3) 業務レベルオントロジー
ω技術レベル， UML・DB設計作成
(5) 実装

つぎに，各手順の詳細について述べる.

3.2.1経営レベル
ここでは，組織全体を見渡しそこで行われるすべての業務を

記述し，全体像をつかむことが目的となる.分散化された組
織をまとめることにより，組織全体の業務を把握でき，それ
ぞれの業務問での連携がスムーズに行える.内部的なプロセ
スには触れずに，各業務がどのようにつながるのかを見る.
記述するべきものは，組織の外面的な業務であり抽象的なプ
ロセス記述となる.

3.2.2管理レベル
ここでは，各業務の内部的なプロセスをつかむことが目的と

なる.経営レベルで現れたプロセスとその前後の関係や，機
能，データ，資源，人などをこまかく記述する.各部門での
管理で必要な概念を記述する.経営レベルで表れる抽象プロ
セスを具象化してゆくことで細かい記述が可能となる.
このレベルでは，各部署の業務の担当者や関連部署，必要資

源などを把握することができる.この段階でプロセスの重複
や不足，データの矛盾がチzックできる.

3.2.3業務レベル
管理レベルでの記述をさらに詳しく書き，実際の業務でのオ
ベレーションの細かな記述を行う.データには属性を付加し，
関わる人に関しては権限やスキルといった人の属性を記述す
る.
これにより，オベレーションの効率や使いやすさなどがチェ
ックされる.

図 1.ビジネスタスクオントロジー(部分)
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3.2.4技術レベル
ここでは，システムの実装に関する記述を行う 技術レベ

ルで現れる人や部署といった，システム実装には直接影響を
与えないものを排除l..，伎術レベルのプロセスの中で，ひと
つのシステム内に入るプロセスをまとめ， UML(Unified 
Modeling Language)のクラス図への変換を考えシステムの

内部的動作やデータベースなどとのつながりを細かく肥述す

る
データベースやファイノレなどシステムが扱う物へのアクセス

や トランザクションや，人とシステムのインターフェースな

ども細川、く記述する

このレベルのものは般百十仕様l!lとなりえる

4 具r体的事例
提案手法での1m発を，販売会社での業務に適応しシステム開
発を行う この会社は，客からの注文に対して在胞の確認を

行い，在庫切れの場合は外部から仕入れ客に品物を納品する

ものとする この販売業務は図2で示すようなものである
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@ 
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@ 

① 経世レベル @技術レベル，実装ンステム

② 管理レベル ⑤連世

@ 業務レベル

表 1.1開発の誌れ

このシステムは，在庫管理システムや受注システム，発注

システム，入出版管理γステムが相互に述悦しあ う。 図2が

示すように，発注を受けるとそれぞれのシステムが連携しあ
い注文の品を納品する業務である システム同士は XMLフ

ァイノレでデータのやり取りを行う 。IJIl発の流れを表 1に，経

営レベル ・管理レベノレ ・業務 レベルのドメ インオJ トロジー

の一部を悶3・図4 図 5に，タスクオントロジーを図6に

示す経営レベノレでは組織内の部恕のつながりを記述し，管

理レベルでは内面的なプロセスを記述した

受注業務 発注業務

図3 経営レベルのドメインオントロジー

商品

図5 在日E管理!の業務レベルドメインオントロジー
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畳桂担理

在庫管理

図4 販売業務の管理レベルドメインオントロジー

口

悶6 タスクオントロジー(部分)

各タスクは各レベノレに属する集合と考える図 6では，
タスクを part-ofの表現であらわしている
今回提案した，オン トロ ンーを用いた柔軟なシステムの開発
方式を検註する方法としては，以下の項目を既存の方式と比
較することで行う

全体概念のつかみやすさ

データ体系変更のしやすさ
個~jlj!li繁の理解のしやすさ
相互関係の理解のしやすさ

実際に提案方式にのっとってシステムを構築してみる その

上でプロセスを動かした場合の変更への対応や辿併に問題が
ないかという点を評価する さらに，オントロジーを使わな
い場合との比較も行う

5 今後の課題

システムを構築する際に業務全体を把揮する ことが藍要で
ある 業務全体の把握に効果的な手法として業務全体をみる
経営レベノレ，各業務担当者が行う業務を把捜しやすいように
した管理レベノレ，より 業務に近い形でオベレーションの詳細

83 

を表す業務レベノレ，という 4層構造の手法を用い，そこに足
らない要請さであった，行為 ・属性の意味情報や共通理解を深
めるためのオン卜ロジーを適応する手法の提案を行った
今後は，オントロジーの盤備と提案手法の検証を行いl さら
に技術レベノレのモデルからシステム実装のための UMLへと
変換を行う手法を回目立し，この手法が有用であることを示す
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